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景観と非選択的殺虫剤が露地栽培ナスの捕食性天敵ヒメハナカメムシ類

Orius spp. (カメムシ目:ハナカメムシ科)の個体数に与える影響
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Potential Effects of Surrounding Landscape and Non-selective Insecticides on Abundance ofPredatory Bugs， Orius spp. 
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Abstract: The local density of natural enemies， which provide biological control， can be affected by the surround-
ing landscape and by local field management. We examined how landscape factors and non幽 selectiveinsecticides in-

fluenced the abundance of predatory bugs of the genus Orius， which provide effective biological control on eggplant， 
from June to September 2013. We inv巴stigatedthe numbers of these bugs in 13 eggplant fields across four regions of 

Nara prefecture， Honshu， Japan. Areas of different land-useザpesaround the fields were estimated from GIS data in 

circular buffer zones with radii ranging from 100 to 1，000m (intervals of 100m). Using a generalized linear model 

and Akaike' s Information Criteria， we analyzed the effects of landscape element， landscape heterogeneity and use of 
non-selective insecticides on the abundance of Orius spp. Landscape elements within a 200-m radius affected abun-

dance: the abundance of Orius spp. was higher in landscapes with a mixture of urban and agricul旬ralareas than in 

landscapes dominated by forest. On the other hand， non-selective insecticides did not affect the abundance of Orius 
spp. This result suggests the importance of landscape factors in de臼rminingthe local abundance of Orius spp. 

Key words: Agricultural practice; geographic information system; insectary plant; selective insecticide; thrips 

緒 三三吉
仁ヨ

保全型生物的防除 (ConservationBiological Control) と

は，圃場管理の方法や天敵生物への影響が弱い薬剤への

転換等を通じて，圃場周辺に生息する土着天敵の多様性

や密度を高めることにより圃場内の害虫密度を抑制する

害虫防除体系のことである (Landiset al.， 2000; Jonsson et 

al.， 2008). その具体的な取組みとして，例えば，天敵に

餌資源、や棲み場所を提供するインセクタリープランツの設

置 (Colleyand Luna， 2000; Ambrosino et al.， 2006)や，害虫

以外の生物への影響が小さい選択的農薬の使用(大野ら，

1995;仲井ら， 2009)などが挙げられる.一方，土着天敵

の密度を高める上で，圃場管理だけでなく，周辺環境から

受ける影響を考慮することも重要である.なぜなら，圃場

は農薬の使用や耕起等の人為的撹乱によりしばしば生物の
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生息に不適な環境となり 圃場内の環境だけでは天敵個体

群は維持されず，生息地となる周辺環境からの移入によっ

て維持されるためである (Bianchiet al.， 2006; Tscharntke et 

al.， 2007; Veres et al.， 2013). 欧米諸国では， 2000年頃以

降，地理情報システム (GeographicInformation System)を

用いた景観生態学的なアプローチに基づく研究が精力的に

行われるようになり，景観要因が土着天敵の個体数や種多

様性に与える影響が明らかにされてきた (Tscharntkeet al.， 

2007) .例えば，欧州のコムギ畑を対象とした研究では，

周囲の非農耕地の割合が高い圃場ほど，捕食者であるクモ

類の個体数や種数が増加することが明らかにされている

(Schmidt et al.， 2005， 2008). このように欧米諸国では土着

天敵に対する周辺環境の影響について多くの知見が蓄積さ

れているが，日本を含めたアジア諸国では同様の研究例は

極めて少ない(田淵・滝， 2010). 
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/、ナカメムシ干ヰ (Heteroptera:Anthocoridae)のヒメハナ

カメムシ類 (Oriusspp.)は世界中に広く分布し， アザミ

ウマ類やアブラムシ類，ハダニ類等の様々な農業害虫を

捕食する広食性捕食者として知られる(永井ら， 1988;永

井， 1990; Kawai， 1995; Nakata， 1995; Fathi， 2009; Lucas and 

Rosenheim， 2011). 日本の温帯域に分布する主要な種とし

て，ナミヒメハナカメムシ Oriussauteri (Poppius)， コヒ

メハナカメムシ Oriusminutω(Linnaeus) ， タイリクヒメ

ノ、ナカメムシ Oriusstrigicollis Poppius，ツヤヒメノ、ナカメ

ムシ Oriusnagaii Yasunagaの4種が知られており(安永・

柏尾， 1993)， これらは畑地においてチョウ目やカメムシ

目害虫の天敵として機能している(伊藤ら， 1960).特に，

露地栽培ナスでは，多くの殺虫剤に対して抵抗性を発達さ

せている侵入害虫のミナミキイロアザミウマ Thrψspalmi 

Kamyの密度抑制における有効性が示されており(河本・

河合， 1988)，近年ではマリーゴールド等の温存植物によ

る天敵保護(井村・神川， 2012)や，天敵への影響が弱p

選択的殺虫剤(永井， 1990)等を組み合わせたヒメハナカ

メムシ類の利用技術の開発が進められている(奈良県農業

研究開発センター， 2012). 

一方，露地ナス圃場におけるヒメハナカメムシ類の密度

は，主に周辺環境で発生する個体の移入によって維持され

ていることから(大野ら， 1995)，圃場管理の影響だけで

なく，周囲の景観によってその個体数が大きく変動する可

能性がある.また，天敵保護技術の開発は精力的に進めら

れているものの，多くは試験圃場内での小スケールの操作

実験に基づくため，より栽培規模が大きな一般の農家圃場

における検証も不可欠で、ある.そのため，ヒメハナカメム

シ類の生育にとって好適な周辺環境や，その密度を増加さ

せる圃場管理法を明らかにするためには，圃場周囲の景観

や圃場管理が異なる実際の園場を対象とした野外調査が必

要である.そこで，本研究では，景観構造および非選択的

殺虫剤の散布団数が異なる複数の露地ナス圃場を対象にヒ

メハナカメムシ類の個体数の調査を実施し，露地ナス聞場

のヒメハナカメムシ類が圃場管理と景観構造から受ける影

響を検証した

本研究は農林水産省委託プロジェクト研究「気候変動に

対応した循環型食料生産等の確立のための技術開発Jによ

り実施した

材料および方法

調査地とヒメハナカメムシ類の計数法

奈良県の葛城市，五修市，奈良市，天理市の 4地域にお

ける計 13の露地ナス圃場を調査地とした (Fig.1). 同じ

地域内における圃場聞の距離の平均値と範囲(括弧内)は，

葛城市で 1，756m，五修市は 3，046m (1，985-4，982)，奈良

市 10，273m(498-18，789)，天理市 1，579m(648-2，189) で

あり，同一地域における圃場同士では，有効空間スケー

ル (200m，結果参照)より離れた距離が保たれている.圃

場周辺の景観は地域間・圃場間で違いがあり，例えば，奈

良市では森林が多く，天理市では耕作地・市街地が多い傾

向がある (Table1). ヒメハナカメムシ類の成虫 ・幼虫の

個体数はー圃場につき 20もしくは 100のナス花を対象に，

たたき落とし法による調査で評価した.ヒメハナカメムシ

類は外見での種同定が難しいことから種は識別しなかった

が，この地域では，ナミヒメハナカメムシ，コヒメハナカ

/ 

(虻

Fig. 1. The 1ocation of study fie!ds shown by open circ!es. The numera!s besides the p!ots indicate the自e!dnumber in Tab!e ! 
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殺虫剤として扱った圃場管理として非選択的殺虫剤の散

布団数，温存植物であるマリーゴールドの植栽の有無，さ

らにアザミウマの個体数が重要と考えられたが，サンプル

数 (nニ 13) に対して説明変数の数が多くなるため，結果

的にヒメハナカメムシ類の個体数との相闘が高い非選択

的殺虫剤の散布回数のみを使用した(非選択的殺虫剤:r= 

-0.51，アザミウマ合計個体数:r=0.22，マリーゴールド

植栽 r=一0.09).なお，非選択的殺虫剤の使用回数とマ

リーゴールド植栽との聞には比較的大きな負の相闘がみ

られたが (r=-0.64)， これら 2変数とアザミウマ合計個

体数との聞には有意な相聞はみられなかった(非選択殺虫

剤:r=0.06，マリーゴールド :r=-O.OI).

景観構造

圃場周囲の土地利用の評価には環境省の 1/25，000植生

図(第 6・7回植生調査)を用いた (http://gis.biodic.go.jp/

webgis/sc-043.html) .本植生図は 1990年代後半から 2000

年代にかけての調査に基づくものであるが， Google Earth 

を用いて近年の航空写真と照合することにより，使用した

土地利用データが現在の土地利用と大幅な遣いがないこと

を確認した既存研究において，カメムシ類における景観

要因が影響する空間スケールが 100-1，000mの範囲であ

る (Yasudaet al.， 2011; Takada et al.， 2012; Taki et al.， 2014) 

ことを踏まえ，地理情報システムのソフトウェアである

ArcGISI0 (Esriジャパン株式会社，東京)を用いて，圃場

の中心部から異なる半径の円形パップアーを 100mから

1，000mの範囲で， 100m刻みで発生させ，各範囲に含まれ

る土地利用面積を評価した土地区分は，大区分を元に耕

作地，森林，市街地，その他(湿原・河川，二次草原，伐

採跡地，牧草地・ゴルフ場・芝地)の 4つに再分類した

景観と非選択的殺虫剤が捕食性天敵に与える影響

メムシ，ツヤヒメノ、ナカメムシ，タイリクヒメノ、ナカメム

シの 4種が確認されており，ナミヒメハナカメムシが最

も優占している(竹中ら， 2016). また， ヒメハナカメム

シ類の重要な餌資源である各種アザミウマ類(ミナミキイ

ロアザミウマ，ヒラズハナアザミウマ Frankliniellaintonsa 

(Trybom) ， ミカンキイロアザミウマ Frankliniellaocciden-

talis (Pergande)，ネギアザミウマ Thripstabaci Lindeman) 

の成虫・幼虫の個体数も同時に記録した この調査を

20日年 6月 17日から 9月 10日にかけて， 2週間間隔で計

7回実施した

圃場管理

調査対象とした圃場では土着天敵の保護に基づく害虫

防除が行われている.例えば，殺虫剤としてヒメハナカ

メムシ類への影響が小さいブプロフェジン， フロニカミ

ド， アセキノシル， クロルフェナピル， ピリプルキナゾ

ン， シエノピラフェン， シフjレメトフェン， インドキサ

カルブ MP，フルベンジアミド，ピリダリル，クロラント

ラニリプロール，ビフェナゼートの選択的殺虫剤および殺

ダニ剤が用いられており さらにヒメハナカメムシ類の温

存植物としてフレンチマリーゴールド Tagetespatula L. (井

村・神川， 2012)が2圃場を除く全ての調査圃場で，圃場

周縁部に植栽されている (Table1). 一方，一部の圃場で

は非選択的殺虫剤(アクリナトリン，チアメトキサム，ク

ロJレフjレアズ、ロン，エマメクチン， ジノテフラン， ミ)L--

ベメクチン， スピノサド， トリクロjレホン， アセタミプ

リド)が使用されており，その使用回数は圃場開で大きく

異なる (Table1). なお，クロルフルアズロンは，一般的

には天敵に影響の少ない選択的殺虫剤であるが，ヒメハナ

カメムシ類に対して影響が大きいため，ここでは非選択的

Table 1. Geographic location， area， local management of the 13 studied eggplant fields in Nara prefec旬re，J apan and the percentage of m司jor

land-use types within 1，000m around sampling sites 

Land-use (%) 
NO.ofnon-selective NO.offlowers 

insecticide application surveyed 

Insectary 

plants
a 

Area 
(m2) 

Longitude 
(E) 

Latitude 
(N) 

Fields 
Forest 

39.6 

46.1 

13.6 

17.2 

16.9 

0.2 

64.5 

57.5 

73.8 

50.3 

0.0 

0.0 

0.6 

Arableland Urban area 

13.0 

24.0 

41.9 

27.9 

39.7 

48.3 

6.7 

9.1 

6.0 

19.7 

32.5 

36.9 

42.8 

40.2 

24.2 

43.6 

54.4 

42.9 

51.5 

28.7 

32.1 

14.2 

30.0 

67.5 

63.1 

56.7 
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135.7111 

135.6831 

135.6922 

135.7067 

135.7031 

135.7073 

135.9409 

135.9354 

135.8912 

135.7472 

135.8207 

135.8157 

135.8380 

34.3694 

34.3770 

34.3608 

34.3368 

34.5068 

34.5221 

34.7138 

34.7114 

34.6859 

34.6569 

34.5649 

34.5611 

34.5554 

Gojo 1 

Gojo 2 

G句03

Goj04 

Katsuragi 1 

Katsuragi 2 

Nara 1 

Nara2 

Nara3 

Nara4 

Tenri 1 

Tenri 2 

Tenri 3 

aO=absence and 1 =presence ofinsectary plants. 
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なお，その他の土地利用は全てのバッファーサイズにおい

て，被覆割合が 1%に満たなかったため，解析には使用し

なかった.景観要因としては 各土地利用の割合を表す景

観要素 (Landscapeelement)と， どのくらい多様な土地利

用が含まれるかを表す景観異質性 (Landscapeheterogene-

iザ)の 2つに注目した景観要素について，森林と耕作地

の被覆割合との聞に，全てのバッファーサイズにおいて

強い負の相闘がみられた (-0.93<r<一0.81). また森林

と市街地との聞にも， 100mのパップァーサイズ (rニ 0.21) 

以外で強い負の相闘がみられた (-0.92<r<一0.64).一

方，耕作地と市街地との問では 600m以下のバッファー

サイズではほとんど相闘がみられなかったが (0.14<r<

0.57)， 700m以上の範囲では強い正の相闘がみられた

(0.69<r<0.74) . このように様々なパッファーサイズに

おいて景観要素間で強い相闘がみられたため，景観要素は

主成分分析によって一つの変数に要約した.景観異質性

については，多様度指数であるシンプソン指数 (Simpson's

index: D)を用いて評価した. これらのパラメーターを全

てのバッファーサイズについて算出した.

デー タ解 析

景観要因と圃場管理がヒメハナカメムシ類の個体数に及

ぼす影響を，負の二項分布を誤差構造とする一般化線形モ

デル (GeneralizedLinear Model，以下， GLM)を用いて評

価した応答変数となるヒメハナカメムシ類の個体数は，

6月から 9月までの成虫・幼虫の合計値を用いた.成虫・

幼虫の合計値を用いた理由は， ヒメハナカメムシ類の場

合，成虫と同様に幼虫も害虫防除機能を有するため，害虫

抑制の観点から，幼虫と成虫を別々にした個体数よりも，

むしろ成幼虫を含めたトータルの個体数が重要であると判

断したためである.調査花数の違いはオフセット項として

モデルに組み込むことにより その影響を考慮、した.説明

変数として，景観要因および非選択的殺虫剤の使用回数を

用いた.また GLMによる解析に先立ち，説明変数聞の多

重共線性の有無は，相関係数の値0.70を基準として判断

した (Dormannet al.， 2013) . 

ヒメハナカメムシ類の個体数を最もよく説明する変数を

特定するために，モデルのパフォーマンスの指標となる赤

池情報量規準(Akaike'sInformation Criteria，以下， AIC)を

用いてモデル選択を行った解析は2段階の手順を踏ん

だ.まず，ヒメハナカメムシ類の個体数の決定に重要な空

間スケール(すなわち有効な空間スケール)を持定するた

め，バッファーサイズごとに，全ての説明変数の組み合わ

せについて統計モデルを当てはめ，モデル聞のパフォーマ

ンスを AICにより比較した.各パップアーサイズで最も

低い値を示すAICを比較し，その中で最も低い値を示し

たパップアーサイズを有効な空間スケールとみなした.次

に，ヒメハナカメムシ類の個体数に影響を及ぼす説明変数

を特定するために，有効な空間スケールにおいて，全ての

説明変数の組み合わせについてモデルを作成し，最も低

いAIC値との差を表すL1AIC(L1AIC=AIC-AIClow回)を算

出した. L1AICが2より小さい値を示すモデルは最良モデ

ルと同等の性能を示すと考えられるため，そのようなモデ

ルが複数みられる場合はモデル平均化 (Model-averaging)

を行った (Bumhamand Anderson， 2002). 各変数の影響の

強さについてはz値を用いて評価し， 2以上の値を示す変

数を影響力の強い変数とみなした全ての解析には Rver 

2.15を用いた.負の二項分布に基づく GLMにはMASSを，

総当たりのモデル選択およびモデル平均化には MuMln

(Multi-Model Inference)の解析パッケージを使用した (R

Core Team， 2014) . 

結果

土地利用面積を対象に主成分分析を行った結果，全て

のバッファーサイズにおいて，第一主成分が高い寄与率

(83.2%)を示した.そのため，第一主成分を，景観要素を

表す変数として解析に用いた.説明変数(景観異質性，景

観要素，非選択的殺虫剤の使用回数)の聞の相聞は，非選

択的殺虫剤と景観要素との問では 0.26<r<0.51と全ての

スケールで低い値を示したが 景観要素と景観異質性お

よび，景観異質性と非選択的殺虫剤とではそれぞれパッ

プア一半径 100mと200mにおいて高い値を示した (100m:

r=0.88， 200m: r=0.73， Table 2). 

各バッファーサイズの最も低い AICの値を比較したと

ころ，半径200mのバッファーサイズで最も低い値がみら

れた (Fig.2). このことから，ヒメハナカメムシ類にとっ

て有効な空間スケールは 200mの空間範囲だと考えられ，

これは調査圃場開の距離よりも小さい値であった次に半

径 200mの空間スケールにおける，全ての説明変数の組み

合わせについて GLMを用いて解析を行ったところ，景観

要素のみを含むモデルが最も低いAICの値を示した (Table

3) .一方，それ以外の上位3つのモデルもL1AICが2以下

の値を示した (Table3). これらの 4つのモデルを対象に

モデル平均化を行ったところ，ベストモデル同様に景観要

素のみがヒメハナカメムシ類の個体数に強い影響を及ぼす

ことが分かった (Table3). 景観要素を表す第一主成分は

Table 2. Co町dationcoefficients among three explanatory vari-
ables in the effective spatial scale (200m) 

Landscape Landscape N on-selective 
heterogeneity element insecticide 

Landscape heterogeneity 1.00 

Landscape element 0.55 1.00 

Non-selective insecticide 0.73 0.51 1.00 



本研究では，露地ナス圃場におけるヒメハナカメムシ類

の個体数に対して，圃場周囲の景観が及ぼす影響を， GLM 

を用いて解析した.解析に用いたデータは単年度のもので

あるため，結論を得るには複数年次の調査が必要で、ある

が，得られた結果は，ヒメハナカメムシ類の生態的特徴と

よく 一致していたすなわち 圃場の中心から半径 200m

に含まれる景観要素が，露地ナス聞場のヒメハナカメムシ

類の個体数に影響を及ぼしており (Fig.3)，これは周囲に

森林が少なく，市街地と耕作地の被覆割合が高い圃場ほ

ど，ヒメハナカメムシ類の個体数が増加することを意昧す

る (Fig.4). 乙の結果は，ヒメハナカメムシ類が森林では

なく，主に市街地や農地周辺の雑草地を生息地として利用

する (Lundgrenet al.， 2009; Veres et al.， 2012)とpう生態的

特性とよく 一致している.また，景観の異質性による影響

がみられなかったことから，ヒメハナカメムシ類は，生息

地として利用する環境の幅が広くはなく，個体群の維持に

おいて必ずしも多様な環境の組み合わせを必要としない可
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シ類の個体数が増加することを示唆する (Fig.4). 

考 庶λ"、

市街地および耕作地面積とは負の相闘を示し，森林面積と

強い正の相闘を示した(因子負荷量:市街地一0.23，耕作

地一0.56，森林 0.80，Fig. 3) . したがって，景観要素(第一

主成分)が負の影響をもっという結果は，周囲に森林が少

なく，市街地と特に耕作地が多い圃場ほどヒメハナカメム
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Fig. 3. Principal component analysis of landscape elements 

around 13 studied fields. Characters in bi-plot chart represent 

the abbreviated names of the fields as shown in Table 1. 

The results of the generalized linear models describing the variation of abundance of predatory bugs Orius spp Table 3. 

z-values 
Weight L1AIC 

Non-selective insecticide 

-0.89 

-1.40 

Landscape element 

-5.29 

4.37 

3.46 

3.63 

Landscape heterogen巴lty

0.92 

Intercept 

2.31 

1.33 

1.11 

1.60 

0.39 

0.22 

0.20 

0.19 

1.11 

1.35 

1.38 

A veraged model 

1.36 

0.97 

Models with L1AIC<2 and averaged model are shown. Bold character indicates influential variable. 

-3.48 0.96 -0.90 
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能性が考えられた. しかしながら，これらの景観による影

響を解釈する際，解析対象としたヒメハナカメムシ類に複

数の種が含まれている点に注意する必要がある.調査圃場

では，少なくとも 4種のヒメハナカメムシ類が確認されて

いるため(竹中ら， 2016)，景観による影響は，おそらく

複数種の平均的な性質もしくは優占種の特性を反映してい

る可能性がある. ヒメハナカメムシ類は種によって選好

する微生息環境が異なり(安永ら， 2001)， さらに種構成

や優占種は地域的，季節的に変動することから(大野ら，

1995) ，景観がヒメハナカメムシ類の個体数に及ぼす影響

は，地域や時期によって大きく変化する可能性がある.こ

の可能性を検証するためには，今後種の違いを考慮にいれ

た調査解析が必要で、ある.また今回の解析結果では，市街

地と耕作地がもたらす効果が分離されておらず，具体的に

どの景観要素が重要であるかは特定されていない.景観が

影響するプロセスを明らかにするためには，今後，ヒメハ

ナカメムシ類にとって重要と考えられる雑草地や畦畔な

ど，より細かい空間スケールの土地利用を評価する必要が

ある.

景観構造が生物に影響を及ぼす空間スケールは， そ

の生物がもっ分散特性を反映することが知られている

(Schmidt et al.， 2008). 例えば，水稲害虫であるアカスジ

カスミカメ Stenotusrubrovittatus (Matsumura) では 400m

の空間スケールが重要で、あることが示されたが， これは

本種個体の移動分散距離を反映していると考えられた

(Takada et al.， 2012). また，果樹の害虫であるチャパネア

オカメムシ Plautiastali (Scott)の有効な空間スケールは，

簡資源を求めて活発に分散する時期には広くなり，そうで

ない時期には小さくなるなど，カメムシの季節的な動態を

よく反映している (Takiet al.， 2014). ヒメハナカメムシ類

は体長2mm前後と体サイズが小さいため，他のカメムシ

に比べて分散能力は低いことが予想され，実際，今回明ら

かにされた 200mという有効空間スケールは，アカスジカ

スミカメのそれよりも狭かった. また今回解析に用いた

データは 6~9 月の合計個体数であり，その聞にヒメハナ

カメムシ類の個体数に複数の発生ピークがみられることか

ら(永井， 1990)， 200mという範囲は複数世代の累積的な

行動・分散範囲を反映している可能性がある. したがっ

て，世代あたりの分散範囲はさらに狭いものと推測され

る.一方，今回の解析では，成幼虫の合計値を用いている

ため， 200mという範囲は，成虫・幼虫の平均的な分散能

力を反映している可能性がある.幼虫と成虫では麹の有無

の違いに伴い，その分散能力に大きな遣いがあるため，成

虫の飛朔に伴う分散範囲や幼虫の発生量に及ぼす空間ス

ケールを特定する上でも，今後成虫と幼虫を分けた解析が

必要で、ある.

調査対象とした多くの圃場では土着天敵を保護するた

めに非選択的殺虫剤の使用を減らす取組みがされてお

り，その有効性が示されている(奈良県農業研究開発セン

ター， 2012). しかし，本研究の解析では，非選択的殺虫

剤はヒメハナカメムシ類の個体数に影響を及ぼさなかっ

た (Table3). 非選択的殺虫剤の影響が検出されなかった

理由として，サンプルサイズが小さかったことに加え，広

い範囲を調査対象としたため，景観要因の影響に比べてそ

の影響が弱かった可能性が考えられる.その点を明らかに

するためには，調査圃場数を増やすことによって，今回検

出できなかった非選択的殺虫剤の影響の有無を検証する必

要がある.さらにそれによって，温存植物の天敵保護効果

(井村・神川， 2012)やアザミウマ類の個体数の影響(大野

ら， 1995;柿元ら， 2006)など，その他の天敵保護の取り

組み効果や代替餌の重要性についても検証できると考えら

れる.

本研究は，聞場周囲の景観と圃場内の管理といった異な

る空間スケールの要因が 土着天敵であるヒメハナカメム

シ類の個体数に及ぼす影響を明らかにした露地ナス圃場

における土着天敵類の発生に対する周辺環境の重要性は従

来から指摘されていたが(大野ら， 1995;大野， 2003)，そ

の影響と範囲を初めて示した点で，本研究は貴重な実証例

となる.また本研究で得られた知見は，対象とする圃場が

土着天敵の生息や増殖に適した条件かどうかを判断する際

に役立っため，将来的に立地条件に応じた適切な害虫防除

法の提案につながる事も期待される.今後の課題として，

本解析結果の普遍性や妥当性を検討するために，異なる年

次および異なる地域の露地ナス圃場において同様の検証を

行う必要がある.景観は土着天敵だけでなく同時に害虫個

体群の密度にも影響を及ぼすため，景観の影響による天敵

密度の増加が直接害虫抑制効果の向上につながるかどうか

は検討の余地がある.この可能性を検討するためにも，今

後は害虫密度を考慮、にいれた天敵J害虫聞の相互作用の空

間的な動態も調査する必要がある.

摘 要

奈良県の 4地域にある 13カ所の露地ナス圃場において，

ナスの害虫類に対する有効天敵として知られるヒメハナカ

メムシ類 Oriusspp.の調査を行い，ヒメハナカメムシ類の

個体数に対する周辺景観と圃場管理の影響を解析した周

辺景観については地理情報システムを用いて，調査圃場の

中心から半径 100~1 ，000m の範囲で 100m 間隔の円形バッ

ファーを発生させ，各バッファーに含まれる土地利用面積

を定量化した応答変数をヒメハナカメムシ類個体数，説

明変数を景観要素(主成分分析による第一主成分)，景観

異質性(土地利用に関する多様度指数:シンプソン指数)

および非選択的殺虫剤の使用回数とする一般化線形モデル

を構築し，ヒメハナカメムシ類個体数に影響を及ぼす要因
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とその空間範囲を特定した.赤池情報量規準 (AIC)に基

づくモデル選択とモデル平均化の結果，周囲 200m以内の

景観要素がヒメハナカメムシ類の個体数に影響を及ぼすこ

とが明らかになったすなわち 周囲の森林面積が小さ

く，耕作地・市街地面積が大きい圃場ほどヒメハナカメム

シ類の個体数が多かった一方，非選択的殺虫剤の影響は

みられなかった.本結果は，露地ナス圃場のヒメカメムシ

類の個体数を維持する上で 周辺景観が重要であることを

示すものである.
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